
本学生支援機構奨学金【貸与型・給付型】
本学での授業料減免額・給付型奨学金支給額

2025年度改正予定

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
◎　2024年度からの中間層への対象拡大
・年収600万円程度までの世帯のうち、①多子世帯（子供3人以上を扶養する世帯）　②私立学校の理工農系の学部・学科（該当する学部については2023年8月末頃を目処に公表）
・2024年度春の在学採用から運用開始�---------------------------------------------

◎　2023年度実績、　本学では　480人（国内学生全体の 16.1% 　480人／2974人（国内学生数））が対象。

本学は私立大学の区分で支援金額が決まっており、家計区分によって、授業料減免と給付奨学金の金額が決定します。��最も困窮度の高い、非課税世帯の場合、
・授業料等減免では、
　授業料が、年間で約70万円減免され、入学金も20万円全額が減免されます。
　制度改正により、年収600万円以下かつ多子世帯に該当する場合、支援上限額の1/4授業料が年間で17.5万円減免され、入学金においては6.5万円減免されることとなります。
・給付型奨学金では、
　自宅生の場合、年間で約46万円、　自宅外生（下宿生）の場合、年間で約91万円の給付を受けることができます。



本学生支援機構奨学金【貸与型・給付型】
本学での授業料減免額・給付型奨学金支給額

非多子世帯については現行のまま

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
◎　2024年度からの中間層への対象拡大
・年収600万円程度までの世帯のうち、①多子世帯（子供3人以上を扶養する世帯）　②私立学校の理工農系の学部・学科（該当する学部については2023年8月末頃を目処に公表）
・2024年度春の在学採用から運用開始�---------------------------------------------

◎　2023年度実績、　本学では　480人（国内学生全体の 16.1% 　480人／2974人（国内学生数））が対象。

本学は私立大学の区分で支援金額が決まっており、家計区分によって、授業料減免と給付奨学金の金額が決定します。��最も困窮度の高い、非課税世帯の場合、
・授業料等減免では、
　授業料が、年間で約70万円減免され、入学金も20万円全額が減免されます。
　制度改正により、年収600万円以下かつ多子世帯に該当する場合、支援上限額の1/4授業料が年間で17.5万円減免され、入学金においては6.5万円減免されることとなります。
・給付型奨学金では、
　自宅生の場合、年間で約46万円、　自宅外生（下宿生）の場合、年間で約91万円の給付を受けることができます。
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